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第3次古河市行政改革大綱
平成29年度実績報告
　7月2日に開かれた古河市行政改革推進委員会で、各委員からいただいた意見・要望を各課の業務に反映
させ、より良い行政サービスの提供に努めます。詳細は、市ホームページをご覧ください。

【問】企画課(総和庁舎)　℡92-3111

　将来にわたる財政の健全性を保つため、
「実質公債費比率」と「将来負担比率」の
２つの財政指標に着目し、健全財政の維持
に努めています。

　重点目標1　健全財政の確立

年度 実質公債費比率
(前年との比較)

将来負担比率
(前年との比較)

Ｈ27 8.4％　(―) 93.1％　(―)
H28 8.2％　(△0.2) 84.4％　(△8.7)

H29(見込み値) 8.3％　(0.1) 81.3％　(△3.1)

?◆実質公債費比率とは
　市の一般財源の規模に対する返済額の割
合を表したもの。
※25％以上で注意、35％以上で財政的に
危険な自治体とされます。

?◆将来負担比率とは
　市の借入金の大きさを財政規模に対する
割合で表したもの。
※350％を超えると注意が必要な自治体と
されます。

　重点目標２　
　職員数の抑制
　行政の実効性の確保や、多様化・高度化した市
民ニーズにきめ細かく応えていくため、職員の適
正な配置を行い、行政サービスを低下させないよ
うに努めました。

　重点目標３
　ファシリティマネジメントの確立
　平成29年度は、ファシリティマネジメントに
関する計画、財産の取得に関する審議を随時実施
しました。また、ファシリティマネジメントにつ
いて、分かりやすい漫画版のパンフレットを作成
し広報古河に掲載するなど、市民への周知を行い
ました。

◆ファシリティマネジメントとは
　次世代の負担を少しでも軽減するため、
既存の公共施設を効率的かつ効果的に管
理・運営すること。

行政改革推進委員からの主な意見

○女性管理職の登用推進について
　女性の個性と能力が十分発揮されるよう、昇任機会の
積極的な提供により、内閣府が示す目標値に達するよ
う、女性管理職の登用推進に取り組まれたい。

▲実績報告に対して市へ意見書を提出した
中田委員長 ( 中央 )、峯副委員長 ( 右 )
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○災害対策の充実化について
　災害時の被害を最小限に抑えるため、自助・共助の強
化につながるよう、災害についての相談窓口を明確に
し、情報を積極的に発信することで、災害対策の充実化
を図られたい。

※H29の数値はH30当初予算大綱時の見込み値であり、実際の決算値とは
異なります。

認知機能検査

期日　毎月2回程度開催
　　　※詳細は問い合わせください。
場所　古河はなもも体育館
申込・問　茨城県警察運転免許センター
℡029-240-8150(受付時間：月曜日～金曜日8時
30分～17時15分)

　運転免許証の有効期間の満了日に年齢が75歳
以上となる人は、運転免許証の更新時に必要な高
齢者講習を受ける前に認知機能検査を行うことに
なります。その検査結果により専門医の診断が義
務付けられます。また、その結果に応じた内容の
高齢者講習を受ける必要があります。

75歳以上の運転手は免許更新時に必要になります
認知機能検査

自動車教習所以外でも対応可能に
認知機能検査の実施場所が拡大

あなたは大丈夫？
認知機能検査の主な流れ

あなたの運転は大丈夫？
高齢運転手を取り巻く制度事情

　2017年3月12日に施行された改正道路交通法
では、75歳以上の人が免許更新時に受ける認知
機能検査の仕組みが厳しくなるなど、複数の点で
認知症対策が強化されました。最終的に認知症で
あると診断された場合、免許停止や取消しになり
ます。
　交通事故を起こしてしまう前に、運転免許の自
主返納などを検討してみましょう。

知っていましたか？
加齢による運転リスク

　身体機能や判断力の低下などにより、運転時の
操作ミスが起こりやすくなります。ハンドルやブ
レーキなど不適切な操作による交通事故の割合を
見てみると、75歳以上の高齢者は一般運転者の
約2倍になっています。

【こんな症状がでた時は要注意】

□右左折のウインカーを間違ったり忘れたりする
□歩行者、障害物等に注意がいかないことがある
□カーブをスムーズに曲がれないことがある
□車庫入れの時に塀や壁をこすることが増えた

交通事故を起こしてしまう前に
運転免許自主返納を

　「若いころとちょっと違うな」「おかしいな」と
感じたら運転免許の自主返納の時期です。返納
後、運転免許証に代わり公的な本人確認書類とし
て使用できる運転経歴証明書の交付が受けられま
す。※手数料(1,100円)がかかります。

運転免許更新
75歳未満

認知機能検査
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免許更新時
認知機能検査結果

資料：改正道路交通法の施行状況(警察庁)

1,974,903人
受検者数 520,096人

(26.3％)

1,400,789人
(70.9％)

54,018人
(2.7％)
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運転免許更新
75歳以上

(平成29年３月12日～
平成30年3月31日の暫定値)

運転免許証自主返納
サポート事業

　運転経歴証明書を提
示する人に対して、協
賛事業者から、サービ
ス等を受けられます。


